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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
 オフセット校正印刷会社従業員に多発する胆管癌症例（職業性胆管癌）が報告されているが、通常
の肝内胆管癌との臨床病理像の相違は明らかでない。当科で切除された職業性胆管癌（いずれも肝門
型肝内胆管癌）の臨床病理学的特徴を明らかにする。 
【対象と方法】 
 職業性肝内胆管癌 5 例(Occupational-group:Ｏ群)と通常の肝門型肝内胆管癌 46 例(Control 
group: C群)の臨床病理学所見を比較検討した。 
【結果】 
 年齢中央値はＯ群が 34 歳（31-39 歳）、C 群が 68 歳（32-83 歳）であり、Ｏ群が有意に若年であ
った(p<0.01)。術前血液検査所見において、γ-GTP値はＯ群全例で異常高値を認め(中央値 347IU/l)、
C 群のγ-GTP 値（中央値 105IU/l）と比較して有意に高値であった(p=0.041)。血小板数中央値はＯ
群で 23.9×104/μl、C 群で 18.8×104/μl であり、Ｏ群で有意に高値、ICG15 分値中央値はＯ群で
4.7%、C群で 9.0%と O群で有意に低値であった。画像所見では、腫瘍による閉塞や狭窄を伴わない限
局性胆管拡張像がＯ群の 5 例全例にみられ、C 群（1 例（2.2%）のみ）と比較して有意に高率であっ
た(p<0.01)。主腫瘍の肉眼型はＯ群では 3例が胆管内発育型で、C群におけるその型が 3例(6.5%)で
あったのと比較して、有意に高率であった。病理組織学所見においてはＯ群の全例で慢性胆管障害像
や、前癌病変である胆管上皮内腫瘍性病変(BilIN)、胆管内乳頭状腫瘍(IPNB)がみられたが、C 群で
は BilIN は 4 例(8.7%)、IPNB は 2 例（4.4%）のみにみられ、これらの前癌病変はＯ群で有意に高率
であった。 
【結論】 
 職業性肝内胆管癌は若年に発症し、血清γ-GTP が高かった。画像所見としては限局性胆管拡張像
が特徴としてみられ、病理組織学的には前癌病変（BilIN、IPNB）が高率にみられた。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
オフセット校正印刷会社従業員に多発する胆管癌症例（職業性胆管癌）が報告されてい
るが、通常の肝内胆管癌との臨床病理像の相違は明らかでない。本論文は、当科で切除
された職業性胆管癌（いずれも肝門型肝内胆管癌）と通常の肝門型肝内胆管癌の臨床病
理学的特徴を比較検討したものである。 
 1997年 1月から 2014年 12月までに手術を行った肝門型肝内胆管癌 51例を対象とし、
職業性肝内胆管癌 5 例(Occupational-group:Ｏ群)と通常の肝門型肝内胆管癌 46 例
(Control group: C群)に分類し、臨床病理学所見を比較検討した。 
 その結果、年齢中央値はＯ群が 34 歳（31-39 歳）、C 群が 68 歳（32-83 歳）であり、
Ｏ群が有意に若年であった(p<0.01)。術前血液検査所見において、γ-GTP値はＯ群全例
で異常高値を認め(中央値 347IU/l)、C群のγ-GTP値（中央値 105IU/l）と比較して有意
に高値であった(p=0.041)。血小板数中央値はＯ群で 23.9×104/μl、C 群で 18.8×104/
μl であり、Ｏ群で有意に高値、ICG15 分値中央値はＯ群で 4.7%、C 群で 9.0%とＯ群で
有意に低値であった。画像所見では、腫瘍による閉塞や狭窄を伴わない限局性胆管拡張
像がＯ群の 5例全例にみられ、C群（1例（2.2%）のみ）と比較して有意に高率であった
(p<0.01)。主腫瘍の肉眼型は C群においては胆管内発育型が 3例(6.5%)であったのに対
し、Ｏ群では 3例（60%）が胆管内発育型であり、有意に高率であった。病理組織学所見
においてはＯ群の全例で慢性胆管障害像や、前癌病変である胆管上皮内腫瘍性病変
(BilIN)、胆管内乳頭状腫瘍(IPNB)がみられたが、C群では BilIN は 4例(8.7%)、IPNBは
2例（4.4%）のみにみられ、これらの前癌病変はＯ群で有意に高率であった。 
 以上より、職業性肝内胆管癌は若年に発症し、血清γ-GTPが高かった。画像所見とし
ては限局性胆管拡張像が特徴としてみられ、病理組織学的には前癌病変（BilIN、IPNB）
が高率にみられた。これらの特徴から、職業性肝内胆管癌における発癌プロセスが通常
の肝内胆管癌とは異なる可能性があると結論づけている。 
本論文は職業性胆管癌と通常の肝内胆管癌の臨床病理学的所見の比較検討により、職
業性胆管癌症例の特徴を明らかにするものである。職業性胆管癌の発癌プロセスは未だ
不明な点が多く、本研究はその解明に貢献しうる研究である。その臨床的意義は博士（医
学）の学位を授与されるに値するものであると判定された。 
